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2015年12月17日 
 
積水化学工業株式会社 

積水化学グループの次世代育成支援 
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１.会社概要 

●社名：積水化学工業株式会社 
 
●設立：1947年３月３日 
 
●資本金：1,000億200万円 
 
●従業員数：2,293人（単独）23,886人（連結） 
 
●グループ連結会社数：166社（うち海外 82社） 
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２.事業概要 

積水化学グループ（2015年３月末 売上高：11,127億円 営業利益：857億円） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左–　戦略事業領域　(高機能：新戦略4分野)右--　成長戦略(growing　8)（下–　育成戦略分野)
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３.プログラム開発の経緯と目的 

良き企業市民として、『環境』『次世代』『地域コミュニティ』を視点に 
置いた活動に取り組み、事業活動だけでなく社会への貢献を果たします 

社会貢献活動方針 

事業特性を活かす 

従業員が参加する 

継続的に実施する 

■次世代育成活動 ３つの柱 

事業特性を活かし、 
次世代とともに成長する

活動を展開 

Point 
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４．事業特性を活かした次世代育成活動 

“住まいと環境”学習プログラム 化学教室プロジェクト 理科教室 

授業 中学１、２、３年生 中学１、２、３年生 中学２年生 

単元 家庭科 「住まい」 理科 「化学、イオン」 理科 「消化・吸収」 

事業 

・家づくりの知見を活かす 
・全国４エリア（関東、中部、関   
  西、九州）の事業所を中心に 
  実施 

・研究所の研究員を中心と 
 した取組（工場では平日の 
 授業実施が難しい） 
・希望者のほかに、新入社員 
 の研修の一環でも実施 

・研究所の研究員を中心と 
 した取組 
・希望者による実施（多数 
 の応募があり人員確保は 
 問題なし） 

教員との協働での開発・実施 

住宅カンパニー 高機能プラスチックスカンパニー 

住宅 化学 医療 

開発 授業 
実施 

Point 

振り
返り 

改訂 
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５.プログラム内容「“住まいと環境”学習プログラム」 

▲住宅キットを用い、 
  依頼者の家を組み立てる 

▲グループで作った家を 
   プレゼンテーション 

生活に身近な「住まい」の役割を見直すとともに、環境と共生する住まいと暮らしへの価値観を形成することを目的
にしています。 

＜Key Word＞ 多様な価値観の理解と自身の価値観の形成。学びを深める教材と授業構成。 

基
本
授
業 

オ
プ
シ
ョ
ン 

＜４時限分＞ 
１：暮らしやすい住まいを 
     めざして 
 

２：MYエコハイム企画会議 
 

３・４：MYエコハイムをつくろう 

＜３プログラム＞ 
•「いい家」って何だろう？ 
 

•住まいの役割って何だろう？ 
 

•人の暮らしと環境のかかわり 

■プログラム概要 ■教員との連携 

●プログラム開発 
エコプロダクツ展にて中学
校教員より、環境と住宅に
ついて学習できるプログラ
ムの要望を受け、教員と協
働で開発。 

●プログラム改訂 
教員ヒヤリングをもとにプロ
グラムを継続的に改訂。 
（2014年度は指導要領の改
訂と連動し、プログラム構
成および内容を刷新） 

住宅カンパニー × 家庭科「住まい」 
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６.プログラム内容 「化学教室プロジェクト」 

中
学
１
年 

•どうして物質を区別する必要
があるのか？ 

•プラスチックを調べよう 
•プラスチックは面白い 

•イオンの移動と性質 
•プラスチックを使った先端
技術を体感しよう 

中
学
２
年 

•身のまわりの物質は何か
らできているのだろう？ 

•化学変化の利用 

中
学
３
年 

＜Key Word＞ 

   科学的思考力の育成。学習と社会とのかかわりへの気づき。理科学習の有用感。 

＜３時限分＞ 

＜２時限分＞ 

＜２時限分＞ 

高機能プラスチックスカンパニー × 理科「化学」 

■プログラム概要 ■教員との連携 

▲燃焼実験でプラスチックの 
  性質を調べる 

▲イオンの移動の様子を 
  観察実験 

●プログラム開発 
教員検討会を実施。学習指
導要領改訂にともないプラ
スチックに焦点をあてた授
業提供の要望を受ける。 

●プログラム改訂 
教員ヒヤリングをもとに毎年
プログラムの改訂を行う。
（特に2014年度は「言語活
動の充実」に焦点をあてた
プログラムの改訂を実施） 
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７.プログラム内容 「理科教室」 

＜Key Word＞ 

 科学的思考力の育成。実践を通した学習と社会とのかかわりへの気づき。理科学習への意欲喚起。 

導入 

展開① 

展開② 

まとめ 

これまでの学習のふりかえり 

理科学習と医療のつながり 
からだのしくみを利用して検査
薬と装置の研究開発を行ってい
ることを伝える 

高機能プラスチックスカンパニー（検査薬事業・医療機器） × 理科「からだのしくみ」 

■プログラム概要 ■教員との連携 
＜1時限＞ 

消化のしくみについて確認 
模型を使って具体的にイメージ 

消化酵素のはたらきと吸収の
しくみについて確認 

オリジナル実験キットを使って 
サポーターとともに実験 

▲サポーターとともに消化酵素の 
 働きを実験で確認 

▲オリジナル実験キット 

●プログラム開発 
教員検討会を実施。 
「からだのしくみ」において
特に教員から要望の高かっ
たテーマにてプログラムを
開発。 

●新規プログラム 
教員ヒヤリングに基づき既
存プログラムの改訂ととも
に、「遺伝子」をテーマにし
た新たなプログラムの開発
着手（2016年度リリース）。 
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８.プログラムの効果 

■学校現場への効果 
教員アンケートより 

• 従業員モチベーションアップ 
• 何度も参加してくれる従業員も 

・北米、欧州にて化学教室プロジェクトスタート 
・積水メディカルで新プログラム開発 
・四国積水㈱での中学生授業の実施 

従業員の 
意欲向上 

社内での 
普及・発展 

■社内への効果 

・通常の授業では味わえない創造的な授業であり、

「家」を通じて、地球のこと、日々の生活のことなどに

ついて考えることができた。 

           （“住まいと環境”学習プログラム） 

・自分にも勉強になっている。積水化学授業の日は、 

 生徒にとって特別な日になっている。（化学教室） 

・研究者の方々と一緒に過ごす時間は、50分という 

 短い時間だが、生徒にとって貴重で充実した体験 

 となっている。               （理科教室） 

 

 

 

生徒のアンケートより 

・自分たちで家をつくるのは難しかったが、プロから 

 教わりながら、班員と協力して取り組むのはとても 

 楽しかった。普段何気なく住んでいる家に色々な 

 工夫がされていることがわかり、とても勉強になった。      

           （“住まいと環境”学習プログラム） 

・私が予想していたことと違う実験結果がでたとき、 

 驚いたし同時に面白かった。     （化学教室） 

・説明が分かりやすかった。理科の点数、上がるよう 

 に頑張りたい。              （理科教室） 
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９.これからの展開に向けて 

100年経っても存在感のある企業グループ 

“住まいと環境”学習 
プログラム 

化学教室 
プロジェクト 

理科教室 

世界にまた新しい世界を。 
A new frontier, a new lifestyle. 

プログラムを 
実施できる 

従業員の増加 

教育現場の 
ニーズに応じた 
プログラムの 
継続的な提供 

 

「100年経っても要望される次世代育成活動」 

Point 

プログラムの 
普及・定着 

事業特性に合わせて着実に実施 
積水化学グループ全体への浸透 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
積水化学グループのＣＳＲ理念　　→　次世代育成活動の理念
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